
【
注
意
事
項
】

１
　
審
査
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
，
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
　
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
は
２
枚
あ
り
ま
す
。
切
り
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３
　
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
は
，
２
枚
そ
れ
ぞ
れ
に
下
記
に
従
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　
記
入
は
，
H
B
の
鉛
筆
を
使
用
し
，
該
当
す
る

の
枠
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
丁
寧

に
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

マ
ー
ク
例
 
（
良
い
例
）

 
 

（
悪
い
例
） 　
　
　
　
　

○
　
訂
正
す
る
場
合
は
，
消
し
ゴ
ム
で
完
全
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　
氏
名
，
受
審
す
る
教
科
・
科
目
，
受
審
種
別
，
受
審
番
号
を
，
該
当
す
る
欄
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ま
た
，
併
せ
て
，
右
の
例
に
従
っ
て
，
受
審
番
号
を
   

　
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
記
入
例

                                                    　
　
　
　
　
　
　
 （
受
審
番
号
１
２
３
４
５
の
場
合
）

４
　
解
答
は
，
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
解
答
欄
の
記
号
を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
， 

解
答
記
号

ア
と
表
示
の
あ
る
問
い
に
対
し
て
b
と
解
答
す
る
場
合
は
，
下
の
（
例
）
の

よ
う
に
ア
の
解
答
欄
の

を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）

　
　
な
お
，
一
つ
の
解
答
記
号
に
対
し
て
は
，
解
答
欄
の
記
号
を
二
つ
以
上
マ
ー
ク
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

５
　
筆
記
審
査
（
専
門
教
養
）
が
終
了
し
た
後
，
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
み
回
収
し
ま
す
。

受
審
者
は
，
審
査
室
内
の
す
べ
て
の
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
が
回
収
さ
れ
た
後
，
監
督
者

か
ら
指
示
が
あ
れ
ば
，
こ
の
問
題
冊
子
を
，
各
自
，
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
度
実
施
）

高
知
県
公
立
学
校
教
員
採
用
候
補
者
選
考
審
査

筆
記
審
査
（
専
門
教
養
）

高
等
学
校
　
書
道

受
審
番
号

氏
　
　
名





二
二
の
一

第
１
問

１　

次
の
（1）
・
（2）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
芸
術
」
の
「
第
１
款　

目
標
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

①

に
該
当
す
る
適
切
な
語
を
、
あ
と
の
a
〜
e

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

（
１
）
芸
術
に
関
す
る
各
科
目
の

①

に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
意
図
に
基
づ
い
て

表
現
す
る
た
め
の
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

a　

特
徴

b　

特
質

c　

性
質

d　

特
色

e　

意
義

（2）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
芸
術
」
の
「
第
１
款　

目
標
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

②

、

③

、

④

に
該
当
す
る

適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
あ
と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

イ

（
３
）
生
涯
に
わ
た
り
芸
術
を
愛
好
す
る

②

を
育
む
と
と
も
に
、

③

を
高
め
、

心
豊
か
な
生
活
や
社
会
を
創
造
し
て
い
く
態
度
を
養
い
、
豊
か
な

④

を
培
う
。

a　

②　

精
神　
　

③　

心
情　
　

④　

感
性

b　

②　

感
性　
　

③　

情
操　
　

④　

精
神

c　

②　

心
情　
　

③　

感
性　
　

④　

情
操

d　

②　

感
性　
　

③　

心
情　
　

④　

情
感

e　

②　

心
情　
　

③　

感
覚　
　

④　

感
性



二
二
の
二

２　

次
の
（1）
〜
（3）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
解
説
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅰ
」

の
「
１　

性
格
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑤

に
該
当
す
る
適
切
な
語
を
、
あ
と

の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ウ

　
「
知
識
」
に
つ
い
て
は
、「
Ａ
表
現
」
で
作
品
を
構
想
し
表
現
を
工
夫
し
た
り
、「
Ｂ
鑑
賞
」
で
作

品
や
書
を
味
わ
っ
て
捉
え
た
り
す
る
過
程
の
中
で
、
身
に
付
け
ら
れ
た
り
、
更
新
さ
れ
た
り
し
て
、

⑤

な
知
識
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
。

a　

系
統
的

b　

包
括
的

c　

一
般
的

d　

基
本
的

e　

汎
用
的

（2）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅰ
」
の

「
１　

目
標
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
書
の
表
現
の
方
法
や
形
式
、
多
様
性
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
書
写
能

力
の
向
上
を
図
り
、
書
の

⑥

に
基
づ
き
、
効
果
的
に
表
現
す
る
た
め
の

⑦

な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

Ⅰ　

⑥

に
該
当
す
る
適
切
な
語
を
、
次
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

エ

a　

書
式

b　

伝
統

c　

特
性

d　

本
質

e　

類
型

Ⅱ　

⑦

に
該
当
す
る
適
切
な
語
を
、
次
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

a　

一
般
的

b　

入
門
的

c　

基
本
的

d　

基
礎
的

e　

概
論
的



二
二
の
三

（3）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅰ
」
の

「
３　

内
容
の
取
扱
い
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑧

に
該
当
す
る
適
切
な
語
句

を
、
あ
と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

（
５
）
内
容
の
〔
共
通
事
項
〕
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
学
習
に
お
い
て
共
通
に
必
要
と
な
る
資
質
・

能
力
で
あ
り
、「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
と
併
せ
て
、

⑧

指
導
が
行
わ
れ

る
よ
う
工
夫
す
る
。

a　

十
分
な

b　

適
切
な

c　

的
確
な

d　

効
果
的
な

e　

充
実
し
た

３　

次
の
（1）
〜
（3）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
解
説
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅱ
」

の
「
１　

性
格
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑨

に
該
当
す
る
適
切
な
語
句
を
、
あ

と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

キ

　
「
書
道
Ⅱ
」
は
、「
書
道
Ⅰ
」
を
履
修
し
た
生
徒
が
、
更
に

⑨

と
し
て
履
修
す
る
た
め
に

設
け
て
い
る
科
目
で
あ
る
。

a　

次
の
学
年

b　

次
の
内
容

c　

次
の
段
階

d　

深
め
る
事
項

e　

習
得
す
る
内
容



二
二
の
四

（2）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅱ
」
の

「
１　

目
標
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
２
）
書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
し
、
意
図
に
基
づ
い
て

⑩

に
構
想
し
個
性
豊
か
に
表

現
を
工
夫
し
た
り
、
作
品
や
書
の
伝
統
と
文
化
の
意
味
や

⑪

を
考
え
、
書
の
美
を
味
わ

い
深
く
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

Ⅰ　

⑩

に
該
当
す
る
適
切
な
語
を
、
次
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ク

a　

独
創
的

b　

発
展
的

c　

創
造
的

d　

進
展
的

e　

個
性
的

Ⅱ　

⑪

に
該
当
す
る
適
切
な
語
を
、
次
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ケ

a　

価
値

b　

機
能

c　

働
き

d　

効
果

e　

効
能

（3）　

次
の
文
は
平
成
三
十
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅱ
」
の

「
３　

内
容
の
取
扱
い
」
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑫

に
該
当
す
る
適
切
な
語
句

を
、
あ
と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

コ

（
４
）
内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
篆て

ん

刻
を
扱
う
も
の
と
し
、

⑫

等
を
考

慮
し
、
刻
字
等
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

a　

地
域
の
実
態

b　

学
校
の
実
態

c　

備
品
の
状
況

d　

用
具
の
特
性

e　

生
徒
の
特
性



二
二
の
五

第
２
問

１　

次
の
（1）
〜
（5）
の
図
版
の
古
典
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（1）
　
　

ア

a　

大
盂
鼎　
　

b　

石
鼓
文　
　

c　

散
氏
盤　
　

d　

泰
山
刻
石　
　

e　

小
克
鼎

（2）
　
　

イ

a　

西
嶽
華
山
廟
碑　
　

b　

西
狭
頌　
　

c　

礼
器
碑　
　

d　

乙
瑛
碑　
　

e　

孔
宙
碑

（3）
　
　

ウ

a　

宣
示
表　
　

b　

楽
毅
論　
　

c　

東
方
朔
画
賛　
　

d　

黄
庭
経　
　

e　

薦
季
直
表



二
二
の
六

（4）
　
　

エ

a　

蘭
亭
十
三
跋　
　

b　

松
風
閣
詩
巻　
　

c　

赤
壁
賦　
　

d　

黄
州
寒
食
詩
巻

e　

行
書
虹
県
詩
巻

（5）
　
　

オ

a　

中
秋
帖　
　

b　

自
叙
帖　
　

c　

平
復
帖　
　

d　

元
日
帖　
　
ｅ　

肚
痛
帖



二
二
の
七

２　

次
の
図
版
に
つ
い
て
あ
と
の
（1）
・
（2）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

こ
の
図
版
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

カ

a　

複
数
の
書
簡
を
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

b　

双
鉤
塡
墨
の
技
法
に
よ
っ
て
精
密
に
模
写
さ
れ
て
い
る
。

c　

縦
に
簾
目
の
あ
る
白
麻
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

d　

筆
力
の
あ
る
運
筆
法
で
変
化
多
彩
に
書
か
れ
て
い
る
。

e　

右
端
に
嵯
峨
天
皇
の
「
延
暦
敕
定
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

（2）　

こ
の
図
版
の
筆
者
の
作
品
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

キ

a　

蜀
素
帖　
　

b　

離
洛
帖　
　

c　

大
報
帖　
　

d　

月
儀
帖　
　

e　

韭
花
帖



二
二
の
八

３　

次
の
年
表
は
、
日
本
と
中
国
の
書
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
「
」
で
つ
な
い

で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
あ
と
の
⑴
〜
⑶
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

C

B

A

東
大
寺
献
物
帳

図
版
㋐

「
淳
化
閣
帖
」
完
成

奈良時代

平安時代五代十国

北宋

唐

1000

900

800

700

600

500

中国 日本

隋

飛鳥時代

1100

（1）　

次
の
図
版
㋐
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
A
に
当
て
は
ま
る
図
版
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ク

図
版
㋐

　
　a　

 

b　

c　

 

d　

e　
（2）　

Ｂ
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ケ

ａ　

玄
秘
塔
碑　
　

ｂ　

高
貞
碑　
　
ｃ　

集
古
録
跋
尾　
　

ｄ　

祭
姪
文
稿　
　
ｅ　

枯
樹
賦

（3）　

Ｃ
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

コ

ａ　

久
隔
帖　
　

ｂ　

土
佐
日
記　
ｃ　

光
定
戒
牒　
　

ｄ　

伊
都
内
親
王
願
文　
ｅ　

離
洛
帖



二
二
の
九

４　

次
の
⑴
〜
⑶
の
図
版
が
表
す
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（1）
　
　

サ

a　

季　
　

ｂ　

李　
　
ｃ　

汓　
　

ｄ　

好　
　
ｅ　

游

（2）
　
　

シ

a　

入　
　

ｂ　

發　
　
ｃ　

癸　
　

ｄ　

交　
　
ｅ　

父

（3）
　
　

ス

a　

民　
　

ｂ　

比　
　
ｃ　

北　
　

ｄ　

此　
　
ｅ　

忙



二
二
の
一
〇

５　

次
の
（1）
・
（2）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

次
の
地
図
の
Ａ
〜
Ｄ
は
日
本
の
主
な
古
碑
の
所
在
地
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
所
在
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
古
碑
の
名
称
と
位
置
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

セ

C群馬県

D京都府

B宮城県

A栃木県

a　

Ａ　

多
賀
城
碑　
　
　

Ｂ　

多
胡
碑　
　
　
　
　

C　

那
須
国
造
碑　
　

Ｄ　

御
史
台
精
舎
碑

b　

Ａ　

那
須
国
造
碑　
　

Ｂ　

多
賀
城
碑　
　
　
　

C　

多
胡
碑　
　
　
　

Ｄ　

宇
治
橋
断
碑

c　

Ａ　

多
胡
碑　
　
　
　

Ｂ　

那
須
国
造
碑　
　
　

C　

多
賀
城
碑　
　
　

Ｄ　

宇
治
橋
断
碑

d　

Ａ　

多
賀
城
碑　
　
　

Ｂ　

那
須
国
造
碑　
　
　

C　

宇
治
橋
断
碑　
　

Ｄ　

御
史
台
精
舎
碑

e　

Ａ　

那
須
国
造
碑　
　

Ｂ　

御
史
台
精
舎
碑　
　

C　

多
胡
碑　
　
　
　

Ｄ　

宇
治
橋
断
碑

（2）　

次
の
文
を
読
み
、

①

・

②

に
当
て
は
ま
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な

も
の
を
、
あ
と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ソ

　

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
書
は
、
実
用
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
類
型
化
し
た
。
鎌
倉
時
代

後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
登
場
し
た

①

の
伝
統
和
様
に
立
脚
し
た
書
風
は
、
そ
の

後
の
わ
が
国
の
書
の
基
盤
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は

②

と
よ
ば
れ
、
長
く
命
脈
を
保
っ
た
。

a　

①　

尊
円
法
親
王　
　

②　

御
家
流

b　

①　

藤
原
伊
行　
　
　

②　

世
尊
寺
流

c　

①　

藤
原
忠
通　
　
　

②　

宸
翰
様

d　

①　

伏
見
天
皇　
　
　

②　

勅
筆
法

e　

①　

伏
見
天
皇　
　
　

②　

法
性
寺
流



二
二
の
一
一

第
３
問

１　

次
の
図
版
⑴
〜
⑷
の
文
字
の
字
源
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（1）
　
　

ア

ａ　

呂　
　

ｂ　

良　
　
ｃ　

累　
　

ｄ　

流　
　
ｅ　

留

（2）
　
　

イ

ａ　

寺　
　

ｂ　

草　
　
ｃ　

京　
　

ｄ　

東　
　
ｅ　

梨

（3）
　
　

ウ

ａ　

者　
　

ｂ　

盈　
　
ｃ　

盤　
　

ｄ　

農　
　
ｅ　

當

（4）
　
　

エ

ａ　

枚　
　

ｂ　

功　
　
ｃ　

於　
　

ｄ　

故　
　
ｅ　

数



二
二
の
一
二

２　

次
の
図
版
の
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て
⑴
・
⑵
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ａ
　
　Ｂ

　
　（1）　

Ａ
の
伝
称
筆
者
で
あ
り
、
Ｂ
の
和
歌
を
詠
ん
だ
人
物
名
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

ａ　

紀
貫
之　
　

ｂ　

源
通
具　
　
ｃ　

藤
原
公
任　
　

ｄ　

慈
円　
　
ｅ　

藤
原
行
成

（2）　

Ｂ
の
作
品
名
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

a　

関
戸
本
古
今
和
歌
集　
　

ｂ　

高
野
切
第
三
種　
　
　
　
ｃ　

石
山
切　

ｄ　

高
野
切
第
一
種　
　
　
　

e　

元
永
本
古
今
和
歌
集



二
二
の
一
三

３　

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
⑴
・
⑵
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

　
　　

　

　
　

　

　
　　

（1）　

波
線
部
Ａ
の
作
品
例
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

キ

a　

正
倉
院
仮
名
文
書

b　

秋
萩
帖

c　

隅
田
八
幡
宮
人
物
画
象
鏡
銘

d　

法
華
義
疏

e　

稿
本
北
山
抄
紙
背
仮
名
消
息

（2）　

波
線
部
Ａ
・
B
に
当
て
は
ま
る
名
称
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。

ク

a　

Ａ　

万
葉
仮
名　
　

B　

男
手

b　

Ａ　

草
仮
名　
　
　

B　

男
手

c　

Ａ　

万
葉
仮
名　
　

B　

女
手

d　

Ａ　

草
仮
名　
　
　

B　

女
手

e　

Ａ　

真
名　
　
　
　

B　

草
仮
名



二
二
の
一
四

４　

次
の
図
版
Ａ
〜
Ｃ
は
万
葉
集
の
写
本
で
あ
る
。
あ
と
の
⑴
・
⑵
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ａ
　
　Ｂ

　
　Ｃ

　
　

（1）　

伝
来
に
由
来
し
て
そ
の
名
が
つ
い
た
も
の
を
選
ん
だ
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ケ

ａ　

Ａ　
　

ｂ　

Ｂ　
　
ｃ　

Ａ
・
Ｂ　
　

ｄ　

Ａ
・
Ｃ　
　
ｅ　

Ｂ
・
Ｃ

（2）　

図
版
Ａ
〜
Ｃ
は
五
大
万
葉
集
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
の
三
つ
で
あ
る
。
残
り
の
二
つ
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

コ

a　

元
暦
校
本
万
葉
集　
　

藍
紙
本
万
葉
集

b　

藍
紙
本
万
葉
集　
　
　

天
治
本
万
葉
集

c　

元
暦
校
本
万
葉
集　
　

金
沢
本
万
葉
集

d　

桂
本
万
葉
集　
　
　
　

金
沢
本
万
葉
集

e　

元
暦
校
本
万
葉
集　
　

天
治
本
万
葉
集



二
二
の
一
五

第
４
問

１　

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
⑴
〜
⑶
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

　
　　

　

　
　　　Ａ

　
　B

　
　

（1）　

図
版
Ａ
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

a　

亀
甲
や
雲
鶴
な
ど
の
文
様
を
手
描
き
し
た
和
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

b　

糸
で
綴
ら
れ
た
冊
子
本
で
あ
る
。

c　

上
中
下
三
冊
の
完
本
で
あ
る
。

d　

三
筆
の
う
ち
の
一
人
の
筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

e　

明
治
十
一
年
に
近
衛
家
が
皇
室
に
献
納
し
た
も
の
で
あ
る
。



二
二
の
一
六

（2）　

図
版
B
の
名
称
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

イ

a　

筑
後
切

b　

三
宅
切

c　

伊
予
切

d　

東
大
寺
切

e　

御
文
庫
切

（3）　

次
の
図
版
C
〜
Ｅ
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
と
筆
者
名
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、

あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ウ

C
　
　D

　
　Ｅ

　
　a　

C　

本
阿
弥
光
悦　
　

D　

森
田
安
次　
　

Ｅ　

大
沢
竹
胎

b　

C　

藤
原
定
家　
　
　

D　

金
子
鷗
亭　
　

Ｅ　

高
村
光
太
郎

c　

C　

松
花
堂
昭
乗　
　

D　

森
田
安
次　
　

Ｅ　

会
津
八
一

d　

C　

藤
原
定
家　
　
　

D　

中
野
北
溟　
　

Ｅ　

若
山
牧
水

e　

C　

本
阿
弥
光
悦　
　

D　

金
子
鷗
亭　
　

Ｅ　

会
津
八
一



二
二
の
一
七

２　

次
の
（1）
・
（2）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

次
の
著
作
権
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

エ

a　

著
作
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
で
、
著
作
物
を
守
り
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

b　

著
作
権
と
は
、
知
的
な
創
作
活
動
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
文
化
的
な
創
作
物
に
他
動
的
に
付
与
さ

れ
る
権
利
で
あ
る
。

c　

著
作
物
の
著
作
権
保
護
期
間
は
原
則
と
し
て
著
作
者
の
没
後
七
十
年
で
あ
る
。

d　

他
者
の
著
作
物
が
著
作
権
保
護
期
間
を
過
ぎ
て
い
な
い
場
合
は
、
著
作
権
の
管
理
を
し
て
い
る

団
体
な
ど
か
ら
使
用
の
許
諾
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

e　

臨
書
作
品
で
あ
っ
て
も
書
い
た
人
の
著
作
権
が
生
じ
る
。

（2）　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
著
作
権
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
a
〜

e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

a　

ほ
か
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
自
分
の
サ
イ
ト
に
ま
る
ご
と
引
用
し
て
も
問
題
に
な
ら
な
い
。

b　

有
名
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
ア
ス
キ
ー
ア
ー
ト
で
作
成
し
て
発
表
し
て
も
特
に
著
作
者
の
許

諾
は
必
要
で
は
な
い
。

c　

ブ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
他
者
の
作
品
を
掲
載
す
る
に
は
、
著
作
権
者
の
許
可
が
必
要

と
な
る
。

d　

顔
文
字
に
は
著
作
権
は
な
く
、
ア
ス
キ
ー
ア
ー
ト
の
よ
う
に
複
雑
に
構
成
さ
れ
た
作
品
で
も
著

作
権
は
発
生
し
な
い
の
で
使
用
し
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。

e　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
た
著
作
物
は
、
そ
の
権
利
者
の
許
諾
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず

コ
ピ
ー
し
、
販
売
し
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。



二
二
の
一
八

３　

次
の
図
版
Ａ
〜
D
は
高
知
県
ゆ
か
り
の
人
物
の
書
状
で
あ
る
。
あ
と
の
⑴
・
⑵
の
問
い
に
答
え
な
さ

い
。

Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｂ

　
　

　
　
　
　

Ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ

　
　

　
　
　
　

（1）　

図
版
Ａ
〜
Ｄ
と
筆
者
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

カ

a　

Ａ　

坂
本
龍
馬　
　
　

B　

板
垣
退
助　
　

C　

山
内
一
豊　
　
　

Ｄ　

中
岡
慎
太
郎

ｂ　

Ａ　

板
垣
退
助　
　
　

B　

坂
本
龍
馬　
　

C　

中
岡
慎
太
郎　
　

Ｄ　

山
内
一
豊　

ｃ　

Ａ　

中
岡
慎
太
郎　
　

B　

山
内
一
豊　
　

C　

板
垣
退
助　
　
　

Ｄ　

坂
本
龍
馬　

ｄ　

Ａ　

中
岡
慎
太
郎　
　

B　

板
垣
退
助　
　

C　

山
内
一
豊　
　
　

Ｄ　

坂
本
龍
馬　

ｅ　

Ａ　

山
内
一
豊　
　
　

B　

坂
本
龍
馬　
　

C　

中
岡
慎
太
郎　
　

Ｄ　

板
垣
退
助　



二
二
の
一
九

（2）　

図
版
Ａ
の
筆
者
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

キ

a　

こ
の
書
は
、
後
藤
象
二
郎
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。

b　

こ
の
筆
者
は
、
青
年
時
代
に
藩
の
学
館
に
通
い
、
村
政
に
尽
力
し
た
。

c　

こ
の
筆
者
は
、
海
援
隊
を
組
織
し
た
。

d　

こ
の
筆
者
は
、
号
を
迂
山
と
し
、
陸
援
隊
を
組
織
し
た
。

e　

こ
の
筆
者
は
、
用
談
中
に
襲
わ
れ
る
が
、
命
を
と
ど
め
そ
の
後
も
活
躍
し
た
。



二
二
の
二
〇第

５
問

１　

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
⑴
・
⑵
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

　
　　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（1）　

右
の
文
中
の
印
①
〜
④
の
例
と
し
て
選
ん
だ
、
次
の
図
版
Ａ
〜
Ｄ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な

も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

　

　
　

　
　

　
　

a　

①　

Ａ　
　

②　

Ｄ　
　

③　

Ｃ　
　

④　

Ｂ

b　

①　

Ｄ　
　

②　

Ｂ　
　

③　

Ｃ　
　

④　

Ａ

c　

①　

Ｂ　
　

②　

Ｄ　
　

③　

Ｃ　
　

④　

Ａ

d　

①　

Ａ　
　

②　

Ｃ　
　

③　

Ｄ　
　

④　

Ｂ

e　

①　

Ｂ　
　

②　

Ｄ　
　

③　

Ａ　
　

④　

Ｃ

（2）　

印
材
の
説
明
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

イ

a　

田
黄
は
、
山
吹
色
や
飴
色
の
田
石
の
一
種
で
あ
り
、
印
材
の
王
座
を
占
め
る
。

b　

鶏
血
は
、
純
紅
で
雞
冠
の
如
き
鮮
美
な
も
の
を
純
雞
血
紅
と
い
わ
れ
る
。

c　

青
田
石
は
、
貴
州
省
処
州
府
青
田
県
か
ら
産
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

d　

黒
田
は
、
田
黄
・
白
田
と
同
じ
田
石
で
あ
る
。

e　

鴨
雄
緑
は
、
野
鴨
の
美
し
い
羽
毛
の
よ
う
な
色
で
あ
る
。



二
二
の
二
一

２　

次
の
文
は
、
刻
字
の
作
業
に
お
け
る
「
捨
て
鑿の

み

」
の
説
明
で
あ
る
。

Ａ

・

Ｂ

に

当
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ウ

　

木
目
を
考
慮
し
な
が
ら
要
所
に
切
れ
込
み
を
入
れ
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
本
当
の
輪
郭
線
か
ら

Ａ

離
れ
た
位
置
に
、
仮
の
輪
郭
線
を
想
定
し
て
刀
を
入
れ
て
い
く
。
鑿
は
少
し
斜
め
に
立

て
て
入
れ
る
。
次
に
、
反
対
側
か
ら

Ｂ

に
な
る
よ
う
に
刀
を
入
れ
る
。

a　

Ａ　

二
〜
五
ミ
リ　
　

Ｂ　

Ｕ
字

b　

Ａ　

二
〜
五
ミ
リ　
　

Ｂ　

Ｖ
字

c　

Ａ　

二
〜
五
ミ
リ　
　

Ｂ　

Ｌ
字

d　

Ａ　

十
ミ
リ　
　
　
　

Ｂ　

Ｕ
字

e　

Ａ　

十
ミ
リ　
　
　
　

Ｂ　

Ｖ
字

３　

裏
打
ち
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

エ

a　

裏
打
ち
紙
は
、
前
も
っ
て
本
紙
よ
り
大
き
く
切
っ
て
お
く
。

b　

練
墨
や
墨
汁
、
宿
墨
な
ど
は
散
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

c　

墨
量
の
多
い
と
こ
ろ
は
、
霧
吹
き
を
す
る
際
、
水
を
多
め
に
す
る
。

d　

拓
本
の
裏
打
ち
も
、
本
紙
の
し
わ
を
よ
く
伸
ば
す
。

e　

総
裏
打
ち
で
は
宇
陀
紙
や
大
唐
紙
な
ど
を
使
用
す
る
。

４　

次
の
（1）
・
（2）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

次
の
文
は
、
黄
庭
堅
の
学
書
「
山
谷
題
跋
」
の
一
部
で
あ
る
。

Ａ

に
当
て
は
ま
る
語
と

し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

　

　
　

a　

楷
則　
　

b　

執
筆　
　

c　

規
矩　
　

d　

用
筆　
　

e　

結
体

（2）　

次
の
文
は
、
王
鐸
の
学
書
「
臨
閣
帖
與
山
水
画
合
巻
」
の
一
部
で
あ
る
。

Ｂ

に
当
て
は

ま
る
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
a
〜
e
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

　

　

　

a　

張
旭
懐
素　
　

b　

羲
獻　
　

c　

四
賢　
　

d　

張
芝　
　

e　

孫
過
庭



二
二
の
二
二

５　

次
の
（1）
・
（2）
の
説
明
文
に
当
て
は
ま
る
用
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（1）　

起
筆
や
転
折
な
ど
で
、
と
が
っ
た
角
を
出
さ
ず
、
丸
み
を
帯
び
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

キ

a　

方
筆　
　

b　

順
筆　
　

c　

直
筆　
　

d　

側
筆　
　

e　

円
筆

（2）　

書
画
に
書
き
添
え
ら
れ
た
そ
の
書
画
に
関
す
る
詩
や
文
の
こ
と
。

ク

a　

聯　
　

b　

対
幅　
　

c　

賛　
　

d　

脇
付　
　

e　

銘






